
 空き家対策の取り組み

豊浦町で「持続可能なまちづくり」に関する協定　を締結

地方独立法人北海道立総合研究機構　と

問□　建設課 住環境づくり係　☎︎ 83−1420　10月31日（火）に「地方独立法人北海道立総合
研究機構」と「豊浦町」で「持続可能なまちづくり」
に関する協定を締結しました。
　この協定は、町の持続可能なまちづくりに資す
るために、空き家を対策をはじめとした「持続可
能なまちづくりに向けた調査研究」や「まちづく
りに関する課題解決能力向上に関して相互に連
携・協力する」ことを目的としています。
　村井町長は、「人口減少、少子高齢化によって空
き家は深刻な問題となっており、道総研のお力を
借りて移住・定住につなげてまいりたい。」と語
りました。

　これから到来する冬の心配の一つとなるのは、屋
根からの落雪対策です。
　降ってきた雪や、屋根から滑り落ちた雪などに
よって、窓ガラスや場合によっては外壁が割れてし
まうことがあります。
　窓ガラスなどが割れてしまわないように、板など
で雪囲いすることで、落下した雪の直撃を防いだり、
氷などの飛び跳ねを防止してくれたりするなどの効
果があります。
　雪が積もってしまってからの作業では大変になり
ますので、雪が積もる前に冬へ向けた準備と対策を
しましょう。

　9月5日（火）・6日（水）、全国で空き家が社会問題化する中、増加の要
因の一つとなっている住宅内および敷地内の残置物の量、質について
の調査研究を道立総合研究機構建築研究本部、室蘭工業大学、北海学園
大学の協力を得て行われました。
　調査は、物件所有者から希望のあった14物件を行い、物件の外観状況
や残置物の内容などを調査し、空き家の実態を把握しました。

雪が降る前に対策をしましょう

空き家内部の残置物の実態調査を行いました

▲両大学の学生の協力を得て調
査が行われました。
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